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第 27 話：女の子同士 

アリエル：「あの…あなたは誰なんですか？」 

レオン in イーシャ：「俺は、レオン。訳あってこのイーシャのカラダを借りている。お前は、

あまり驚かないようだが、俺の言葉を信じるのか？」 

 レオンは、イーシャのカラダでそう言い切り、アリエルの様子を伺った。 

 

アリエル：「はい…イーシャじゃないのは、夏休み明けの初日にわかりました…このこと

は、あたしとレオンさんの秘密にしておきますので……」 

 アリエルは、少し間をおいて続きを話し始めた。 

アリエル：「あたしとお付き合いをして欲しいんです💕」 
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 レオンは、その言葉にしばらく固まってしまった。 

レオン in イーシャ：「え…いきなり何を…俺は、君のことをあまり知らないし、それに今は

…イーシャだし…」 

アリエル：「でも心は男の人ですよね？あたしのコト…タイプじゃないですか？」 

 

 アリエルは、うるうるとした瞳でイーシャとなっているレオンを見上げた。 

レオン in イーシャ：「いや、君は可愛いと思うし…」 

アリエル：「本当ですか？それなら…」 

 アリエルは、目を輝かせて胸の前で手を組んだ。 

 

レオン in イーシャ：「…この冬までなら…その後、俺は、このカラダを離れなければならな

い…それでも良ければ…」 

 アリエルは、少し寂しそうな表情をしたが、すぐに小さく頷いた。 

レオン in イーシャ：「わかった！じゃあ、付き合うことにしよう！」 
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アリエル：「ありがとう、レオンさん。あたし…イーシャのことが前から気になっていて

…でも女の子同士だから、そんなことイーシャに話せなくて…夏休み明けにレオンさんが

イーシャに乗り移って、…男らしい雰囲気になって、更に気になってしまったんです💕」 

レオン in イーシャ：（俺がイーシャになっている間だけなら問題ないか…）  
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レオン in イーシャ：「俺は、イーシャのカラダを離れることもあるし、俺にも大切な人はい

る。それでもいいんだな？」  

 レオンは、神妙な表情でアリエルの意思を確認した。 

アリエル：「ええ…あたしもイーシャには帰って来て欲しいし、みんなの前では、今まで通

りの方が良いから。」 

 

レオン in イーシャ：「今まで通りか…でも俺は、イーシャのようには振舞えないぞ。」  

 レオンが不安そうに顔をしかめると、アリエルは、それを打ち消すような笑顔で答えた。 

アリエル：「あたしが女の子のこと、教えてあげます！学校にいる間だけでも女の子になり

切った方が楽しいですよ！」 

レオン in イーシャ：「俺が…女の子に…」  
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第 28 話：レオンの変化 

アリエル：「まず座るときは足を揃えて！」 

 アリエルは、レオンが乗り移っているイーシャの足を強制的に揃えようと太ももに手を

触れた。アリエルの柔らかい手と自らの太ももが触られる感覚が脳に直接届く… 

レオン in イーシャ：「あ…」  

アリエル：「どう？女の子の座り方は？」 

 

 レオンが乗り移ったイーシャの初心な様子を見たアリエルは、小悪魔的な雰囲気でレオ

ンに接してきた。 

レオン in イーシャ：「う～ん…やっぱり慣れないな…こっちの方が楽だ！」  

 レオンは、アリエルの触れているイーシャの太ももをかぱっと開いた。 

アリエル：「あたしと二人のときは、それでもいいけど、それ以外は、足を閉じて💕」 

 アリエルは、イーシャの太ももを再びぴたっとくっつけた。 
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レオン in イーシャ：「わかったよ…」  

 それからレオンは、座るときは、意識して足を閉じるようにした。すると、アリエル

は、レオンにその他の場面でも女性らしい所作を教え込んでいった。最初は、面倒がって

いたレオンも、座り方を覚えて自信をつけたのか、次々とそれを覚えていった。そしてそ

のうち、自分からアリエルに教えを乞うようになっていった。 

 

ヴァジーin エドガー：「ねえ…レオン、あなた最近、仕草が女っぽくなっていない？」 

 オリビアに乗り移ったレオンにヴァジーが尋ねると、 

レオン in オリビア：「そうか？俺は、特に意識していないけどな。」 

 レオンが意識しなくてもアリエルがいないときでも女性的な所作となっていました。 

ヴァジーin エドガー：「まあ、いいけど…言葉遣いは、男のままよね…」 
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イーシャ：「男の人がお母さんに乗り移っているなんて信じられない！それと…レオンさ

ん、あたしのカラダに乗り移っているとき、女の子らしく振舞ってくれてるみたいで…あ

りがとうございます！」 

 あたしもレオンのこの変化は、素直に嬉しかったです！ 

レオン in オリビア：「学校では、ちゃんと、“あたし”って言ってるんだぞ！」 

 

 レオンは、反論しつつもヴァジーに話を振りました。 

レオン in オリビア：「ヴァジーは、全然、カラダの影響を受けていないな。」 

イーシャ：「うん。完全に女性の振る舞いだよね。お父さんがちょっと可哀そう…」 

ヴァジーin エドガー：「お仕事の方は、記憶を読みとって対応できてるでしょ？前よりも親

しみやすくなったって患者さんからも好評なのよ！それに、夜の営みの方は、ちゃんと男と

して、お母さんとなったレオンを愛してあげてるわ💕」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


